
患部の周囲に電気メ
スで印をつける

粘膜下に液を打ち込
んで浮き上がらせる

特殊な電気メスで周
囲に切り込みを入れる

全周に溝ができた後、
さらに液を打ち込む

病変の下から特殊な
電気メスで剥ぎ取る

切除した病変 治療前 治療後

※参考：国立がんセンター　http://www.ncc.go.jp/jp/

病院をもっと身近に
あなたとつながる情報誌
学校法人兵庫医科大学広報室
西宮市武庫川町1-1
http://www.hosp.hyo-med.ac.jp/

内
視
鏡
で
治
す
胃
が
ん

第
３
回
兵
庫
医
科
大
学
が
ん
セ
ン
タ
ー
講
演
会
よ
り

　
平
成
20
年
10
月
18
日

（
土
）
15
時
〜
17
時
30
分

兵
庫
医
科
大
学
平
成
記

念
会
館
で
約
3
0
0
名

が
参
加
し
第
3
回
兵
庫

医
科
大
学
が
ん
セ
ン
タ

ー
講
演
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
講
演
会
で
は
、「
兵
庫

医
科
大
学
病
院
に
お
け

る
早
期
胃
が
ん
内
視
鏡

治
療
の
実
際
」、「
早
期
食

道
が
ん
・
早
期
胃
が
ん

に
対
す
る
内
視
鏡
治
療

の
進
歩
」、「
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
除
菌
に

よ
る
胃
が
ん
予
防
」
に
つ

い
て
詳
し
く
、
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　
今
回
、
紙
面
で
兵
庫
医

科
大
学 

内
科
学
（
上
部

消
化
管
科
）
金 

鏞
民
学

内
講
師
の
「
兵
庫
医
科
大

学
病
院
に
お
け
る
早
期

胃
が
ん
内
視
鏡
治
療
の

実
際
」
の
講
演
要
旨
を
お

伝
え
し
ま
す
。　
　
　
　

　
近
年
、
が
ん
対
策
は
大

き
く
進
展
し
、
各
種
が
ん

の
早
期
発
見
法
の
確
立
、

標
準
的
な
治
療
法
の
確
立

等
診
断
・
治
療
技
術
は
目

覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て

い
ま
す
。戦
後
、
し
ば
ら
く

日
本
の
死
因
の
1
・
2
位

は
脳
卒
中
と
結
核
で
し

た
。し
か
し
、
食
生
活
の
変

化
と
共
に
、
が
ん
は

1
9
8
1
年
以
降
、
日
本

人
の
死
亡
原
因
の
第
1
位

と
な
り
、現
在
で
は
、そ
の

約
3
割
を
占
め
る
に
至
っ

て
い
ま
す
。 

1
9
9
3
年

に
肺
が
ん
が
1
位
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は

胃
が
ん
が
一
番
多
い
死
因

で
し
た
。現
在
、
男
性
で
は

1
位
肺
が
ん
、
2
位
胃
が

ん
、
女
性
で
は
1
位
大
腸

が
ん
（
結
腸
、
直
腸
を
含

む
）、
2
位
胃
が
ん
と
な
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
政
府
は
平
成
16
年
度

か
ら
の
新
た
な
10
ケ
年

の
が
ん
戦
略
に
つ
い
て
、

が
ん
の
罹
患
率
と
死
亡

率
の
激
減
を
目
指
し
て
、

第
3
次
対
が
ん
10
ケ
年

総
合
戦
略
を
定
め
、
が
ん

に
つ
い
て
、
研
究
、
予
防

及
び
医
療
の
総
合
的
な

推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
が
ん
対
策
推
進
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
兵

庫
医
科
大
学
病
院
で
も
、

昨
年
、
が
ん
診
療
に
特
化

し
た
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
8

号
館
4
階
）
を
開
設
し
、

　
早
期
胃
が
ん
の
内
視
鏡

治
療
に
は
大
き
く
分
け
て

３
つ
あ
り
ま
す
。1
つ
目

は
ア
ル
ゴ
ン
プ
ラ
ズ
マ
凝

固
法
（
A
P
C
）
で
す
。ア

ル
ゴ
ン
ガ
ス
を
流
し
、
プ

ラ
ズ
マ
を
発
生
さ
せ
て
病

変
を
焼
い
て
し
ま
う
方
法

で
す
。A
P
C

は
簡
便
で
合

併
症
も
少
な

い
で
す
が
、
腫

瘍
を
焼
い
て

し
ま
う
た
め

に
病
理
検
査

に
よ
る
評
価

が
出
来
な
い

と
い
う
欠
点

が
あ
り
ま
す
。

　
2
つ
目
は
内
視
鏡
的
粘

膜
切
除
術
（
E
M
R
）
で

す
。病
変
の
粘
膜
下
に
局

注
を
行
な
い
膨
隆
さ
せ
た

後
，
ス
ネ
ア
を
か
け
て
高

周
波
電
流
で
切
除
す
る
方

法
で
す
。E
M
R
は
簡
便

で
治
療
時
間
も
短
く
済
み

ま
す
が
、確
実
に
一
括
切
除

で
き
る
の
は
2
cm
以
下
の

小
さ
な
病
変
に
限
ら
れ
ま

す
。取
り
き
れ
ず
に
病
変
が

残
る
こ
と
や
分
割
切
除
に

な
っ
た
た
め
に
局
所
再
発

（
切
除
し
、
治
っ
た
と
思
わ

れ
て
い
た
が
ん
が
、再
び
出

現
す
る
こ
と
）す
る
例
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
3
つ
目
は
内
視
鏡
的
粘

膜
下
層
剥
離
術
（
E
S
D
）

で
す
。こ
の
治
療
は
病
変
の

大
き
さ
に
関
係
な
く
一
括

切
除
が
で
き
、
線
維
化
し
た

病
変
で
も
切
除
で
き
、
病
理

検
査
も
し
や
す
い
方
法
で

す
。ほ
と
ん
ど
の
症
例
が
一

括
切
除
で
き
る
た
め
、
局
所

再
発
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。現
在
、
E
S
D
は
早

期
胃
が
ん
の
内
視
鏡
治
療

の
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
A
P
C
や
E
M
R
と
比

べ
る
と
手
技
は
簡
単
で
は

な
く
、
治
療
時
間
も
長
時
間

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
早
期
胃
が

ん
の
約
6
割
が
E
M
R

と
E
S
D
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。兵
庫
医
科
大
学
病

院
で
も
早
期
胃
が
ん
に

対
す
る
内
視
鏡
治
療
件

数
は
、
2
0
0
7
年
度
以

降
著
し
く
伸
び
て
お
り
、

特
に
E
S
D
は
年
間
91

例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

E
S
D
の
平
均
治
療
時

間
は
98
分
で
、
出
血
や
穿

孔
（
消
化
管
に
穴
が
開
く

こ
と
）
と
い
っ
た
合
併
症

は
6
例
（
6
.
58
％
）
発

生
し
ま
し
た
。A
P
C
や

E
M
R
と
比
べ
る
と
合

併
症
の
起
こ
る
頻
度
は

高
い
治
療
で
す
が
、
全
て

そ
の
後
の
内
科
的
治
療

で
対
応
で
き
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
治
療
は
、
一
定
の

割
合
で
合
併
症
が
起
こ

る
治
療
法
で
あ
る
こ
と

を
治
療
担
当
医
師
を
は

じ
め
患
者
さ
ん
へ
ご
紹

介
し
て
い
た
だ
く
医
師

の
方
も
、
認
識
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
胃
が
ん
治
療
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
リ
ン
パ
節

転
移
の
可
能
性
が
ほ
と
ん

ど
な
い
こ
と
や
腫
瘍
が
一

括
切
除
で
き
る
大
き
さ
と

部
位
に
あ
る
こ
と
が
、
内

視
鏡
治
療
の
条
件
と
な
り

ま
す
。こ
の
条
件
を
満
た

す
場
合
に
は
、
早
期
胃
が

ん
に
対
す
る
内
視
鏡
治
療

は
、
開
腹
に
よ
る
外
科
治

療
と
同
等
の
治
療
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。そ
れ
に

は
ま
ず
内
視
鏡
で
治
療

で
き
る
時
期
に
、
が
ん
を

早
期
発
見
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
す
。皆
さ
ん

に
は
、
是
非
と
も
定
期
的

に
健
診
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
貢
献

で
き
る
体
制
を
整
備
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。　
　
　 

11月号
vol.2

【部位別がん死亡数（2006年）】

【2006年の死亡数が多い部位】

男性
女性
男女計

資料：国立がんセンター　がん対策情報センターより

大腸（結腸と直腸を含む）

1位
肺
大腸
肺

2位
胃
胃
胃

3位
肝臓
肺
大腸

4位
大腸
乳房
肝臓

5位
膵臓
肝臓
膵臓

近
年
の
が
ん
の
傾
向

「
兵
庫
医
科
大
学
病
院
に
お
け
る
早
期
胃
が
ん
内
視
鏡
治
療
の
実
際
」

兵
庫
医
科
大
学 

内
科
学（
上
部
消
化
管
科
）

金
　
鏞
民
学
内
講
師

内視鏡的粘膜下層剥離術（endoscopic submucosal dissection : ESD）
STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

STEP5 食道
9,650

結腸
13,680

直腸
8,867

胆のう・胆管
7,942

胃
32,745

肝臓
22,576

肺
45,941

前立腺
9,527

その他
25,202

膵臓
12,539

悪性リンパ腫
5,001

白血病
4,382

膵臓
10,827

乳房
11,177

胃
17,670

肝臓
11,086

肺
17,314

その他
17,054

胆のう・胆管
8,913

子宮
5,513

卵巣
4,435

悪性リンパ腫
3,697

白血病
3,047

食道
1,695

結腸
13,637

直腸
5,197

0 50,000 100,000 150,000 200,000

男性

女性



平成20年市民健康講座のお知らせ 兵庫医科大学病院の「ちょっといい話」

12月10日（水） 

1月14日（水）

1月28日（水） 

内科  内分泌 ・ 代謝科

小児外科

耳鼻咽喉科   

甲状腺の病気ーバセドウ病と橋本病ー

体にやさしい子供の手術（鏡視下手術）

ちくのうのお話  

森脇 優司

奥山 宏臣

竹林 宏記   

臨床教授

准教授

助教

開 催 日 テ ー マ 講 演 医 師

兵庫医科大学病院内で起こった「ちょっといい話」を募集します。「こんな場面をみかけた」「こん
ないいことがあった」など、どんどんお寄せください。
※1号館1階東出入口付近に設置されたカタログスタンド横の「ちょっといい話」応募箱

兵庫医科大学 10号館3階　第３会議室

午後3時～4時30分[午後２時３０分開場]

開催場所

開催時間
参加費無料
申込不要（定員60名）

　

発
作
性
心
房
細
動
の
治

療
は
現
在
で
も
薬
が
中
心

で
す
が
、
実
際
の
診
療
の

場
に
お
い
て
は
有
効
な
薬

が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
患
者
さ
ん
も
多
く
お
ら

れ
ま
す
。た
と
え
合
う
薬

が
み
つ
か
っ
た
と
し
て

も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
服

用
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た

薬
の
副
作
用
も
心
配
で

す
。近
年
、
そ
の
よ
う
な
方

に
対
し
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
術
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。心
房
細
動
の
起
源

は
肺
静
脈
と
い
う
と
こ
ろ

に
多
い
た
め
、カ
テ
ー
テ
ル

で
肺
静
脈
の
周
囲
を
電
気

的
に
隔
離
し
心
房
細
動
を

予
防
し
ま
す
。現
在
、
兵
庫

医
科
大
学
病
院
に
お
い
て

も
同
治
療
を
行
い
、
良
好

な
成
績
を
得
て
お
り
ま

す
。詳
し
く
は
、
担
当
医
師

に
ご
相
談
下
さ
い
。　　

　

生
活
習
慣
病
や
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、
あ
る

い
は
メ
タ
ボ
健
診
な
ど

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。つ
ま
り
、
が
ん
を

は
じ
め
と
す
る
病
気
の

早
期
発
見
の
み
な
ら
ず
、

未
病
、
す
な
わ
ち
「
病
気

の
芽
」
の
段
階
で
こ
れ
を

摘
ん
で
し
ま
い
、
病
気
を

未
然
に
防
ぎ
健
康
に
暮

ら
す
こ
と
の
重
要
性
が

広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
訳
で
す
。ま
さ
に

「
予
防
に
勝
る
治
療
無
し
」

で
す
ね
。そ
こ
で
当
院
で
も

こ
の
た
び
健
診
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
が
ん
検
診
と
生
活

習
慣
病
（
糖
尿
病
や
脂
質
異

常
な
ど
）
の
健
診
を
組
み
合

わ
せ
た
人
間
ド
ッ
ク
を
始
め

ま
し
た
。是
非
こ
の
機
会
に

皆
様
の
健
康
維
持
に
お
役
立

て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。さ
ら
に
、
ど
の
程
度
が

ん
に
な
り
や
す
い
体
質
な
の

か
と
い
っ
た
項
目
も
含
め
た

大
学
病
院
な
ら
で
は
の
総
合

的
な
健
診
に
今
後
拡
大
し
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
ご
期

待
下
さ
い
。　　
　
　
　
　

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ

ッ
プ
を
集
め
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
、
海
外
の
子
供
た
ち
に

ワ
ク
チ
ン
を
提
供
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
兵
庫

医
科
大
学
・
病
院
が
参
画

し
て
い
ま
す
。兵
庫
医
科
大

学
・
病
院
に
お
い
て
は
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

『
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
』
が

社
会
貢
献
運
動
の
一
環
と

し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。　

兵
庫
医
科
大
学
病
院
で
の

キ
ャ
ッ
プ
回
収
箱
設
置
は

3
ヶ
所
で
す
。　　
　
　
　

　

使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り

ま
し
た
ら
回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　

　

発
作
性
心
房
細
動
に
対
す
る

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
実
施
中

病院内では1号館1階東出入口の
自動販売機周辺、１号館附属棟2
階自動販売機周辺、10号館3階売
店周辺に設置。 

不 整 脈 外 来

キャップ回収箱設置場所 

人
間
ド
ッ
ク
開
始
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
の
お
申
し
込
み

検
診
日
・
時
間
・
場
所

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

① 受　　　　付

② 検便、保険証、健康調査票のご提出

③ 更　　　衣

④ 腹部超音波検査

⑤ 胸部X線検査

⑥ 食道・胃・十二指腸造影または胃内視鏡検査

⑦ 身体検査・血圧測定

⑩ 呼吸機能検査

⑪視力・眼圧測定・眼底検査

⑫ 聴力検査

⑬ 医師診察・結果説明・生活指導等

⑧検尿・採血

⑨ 心電図

ご昼食

終　　　了
※検査の順序は変わることがあります

検査の流れ

料金表（2008年10月1日現在）

オプション検査（2008年10月1日現在）
基本料金 49,350円（税込み）

6,300円

9,450円
22,050円
4,200円

100,000円

7,560円

種　　類
◯マンモグラフィー検査
　（乳がん検診）

◯子宮がん検診・細胞診検査・
　超音波検査（婦人科）

◯脳MRI

◯骨密度測定（DEXA法）

◯PET/CT検査
　（※健診日当日とは別の日）

◯腫瘍マーカー等
　AFP
　CEA
　CA 19-9

料　金（税込み）

　PSA（男性）
　CA125（女性）
　HCV抗体

院中にお世話になった職員の皆さん、いつも温かい心で治療、看護、お掃
除などをしていただき、ありがとうございました。
看護師の方が、どんなときにもいやな顔をせず、いつも献身的であったのに

は感心させられました。おかげさまで長いと思っていた入院生活も短く感じられ、安心し
て過ごすことができました。本当にありがとうございました。
このようなお言葉をいただきまして、ありがとうございます。当院では、スタッフが一丸となって「患者
さんの立場に立った医療の実践」に取り組んでいます。

入

糖

【身体計測】
身長・体重・体脂肪・腹囲測定
【眼科・耳鼻咽喉科】
視力・眼底・眼圧・聴力検査

【便検査】
便潜血反応（2回法）
【尿検査】
pH

蛋白
潜血
沈渣
比重

【血液一般】
赤血球数
白血球数
ヘモグロビン
ヘマトクリット
HCV
MCH
MCHC
血小板数
白血球分類
【肝機能】
総蛋白
アルブミン
総ビリルビン
AST（GOT）
ALT（GPT）
LDH

r-GTP
ALP

【脂質代謝】
中性脂肪

LDLコレステロール
HDLコレステロール
【糖代謝】
空腹時血糖
HbAlc

【尿酸・膵酸素】
尿酸

【腎機能】
血清アミラーゼ

クレアチニン
【血清反応】
CRP
TP抗体
HBs抗原

【呼吸器系検査】
胸部X線撮影
呼吸機能検査
【循環器系検査】
血圧測定
心電図検査

【消化器系検査】
腹部超音波検査

食道・胃・十二指腸造影
または胃内視鏡
【その他】

血液型（初回のみ）

検　査　項　目

予
約
方
法〈
予
約
制
〉

●
受
付
時
間
：
月
〜
金
曜
日　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
左
記
へ
お
電
話
を
お
願

い
し
ま
す
。予
約
に
は
受
診
者
の
住
所
、
名
前
、
生
年
月

日
、電
話
番
号
が
必
要
で
す
。

T
E
L
：
0
7
9
8（
4
5
）6
1
3
2（
直
通
）

直
接
来
院
の
上
、
予
約
さ
れ
る
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク
予

約
受
付
係（
1
号
館
3
階
、
採
血
室
内
）で
受
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
健
診
日
：
月
曜
日
・
木
曜
日

●
健
診
時
間
：
午
前
8
時
15
分
〜
午
後
2
時
頃
（
終
了
時

間
は
若
干
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
健
診
場
所
：
健
診
セ
ン
タ
ー
1
号
館
13
階
（
1
号
館
正

面
玄
関
中
央
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
お
乗
り
下
さ
い
）

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
予
約
の
際
に
合

わ
せ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

毎週　火曜日・金曜日
担当　循環器内科　峰 隆直
場所　１号館３階　内科（第６診察室）
TEL     ０７９８－４５－６２００

健診センター長　小柴 賢洋

中央 ： 峰 助教
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